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関
東
ブ
ロ
ッ
ク
救
助
隊

深
雪
搬
出
訓
練
交
流
会

二
〇
一
〇
年
二
月
二
十
七

日
（
土
）
～
二
十
八
日
（
日
）
、

谷
川
岳
の
ふ
も
と
の
土
合
山
の

家
に
て
、
救
助
隊
関
東
ブ
ロ
ッ

ク
深
雪
訓
練
交
流
会
が
七
十
五

名
の
参
加
で
行
わ
れ
た
。
今
回

は
埼
玉
県
連
が
主
観
で
行
わ
れ
、

理
事
を
含
め
二
十
二
名
が
参
加
。

徳
重
隊
長
の
開
会
の
挨
拶
、

武
笠
理
事
長
の
挨
拶
の
後
、
早

速
千
葉
県
連
の
副
隊
長
の
横
山

氏
を
講
師
と
し
て
ヘ
リ
救
出
に

関
す
る
学
習
を
行
っ
た
。
横
山

氏
は
ヘ
リ
空
撮
を
生
業
と
し
て

お
り
、
ヘ
リ
の
特
性
に
つ
い
て

熟
知
し
て
お
ら
れ
、
ヘ
リ
が
救

出
に
向
か
っ
た
際
に
現
場
の
登

山
者
が
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る

の
が
よ
い
か
解
説
し
て
い
た
だ

い
た
。
プ
ロ
な
ら
で
は
の
視
点

か
ら
の
解
説
で
大
変
有
意
義
で

あ
っ
た
と
思
う
。

午
後
か
ら
は
講
習
班
・
訓
練

班
・
山
ス
キ
ー
班
に
分
か
れ
行

動
し
た
。
講
習
班
は
三
宅
事
務

局
長
に
よ
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ
解
読
に
つ

い
て
の
学
習
、
翌
日
の
訓
練
の

机
上
学
習
と
し
て
梱
包
技
術
・

支
点
工
作
・
ビ
ー
コ
ン
の
学
習

を
行
っ
た
。
訓
練
班
は
群
馬
の

茂
木
氏
・
柴
山
副
隊
長
の
下
、

室
内
に
て
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
及
び
翌
日
の
訓
練
手
順
の

総
括
。
山
ス
キ
ー
班
は
川
嶋
全

国
事
務
局
長
を
講
師
と
し
て
、

山
の
家
駐
車
場
に
て
ス
キ
ー
を

利
用
し
た
ソ
リ
の
作
成
と
シ
ー

ト
梱
包
・
ビ
ー
コ
ン
捜
索
・
組

織
ゾ
ン
デ
捜
索
・
Ｖ
字
コ
ン
ベ

ア
掘
り
出
し
法
・
ス
ノ
ー
マ
ウ

ン
ト
の
作
成
な
ど
を
行
っ
た
。

一
日
目
は
以
上
で
終
了
と

な
り
、
夕
食
の
後
は
各
県
連
の

活
動
報
告
と
懇
親
会
。
群
馬
県

連
か
ら
は
、
こ
の
二
年
間
で
元

会
員
を
含
め
四
件
（
五
人
）
の

死
亡
遭
難
事
故
が
起
き
て
お
り
、

教
訓
と
し
て
い
き
た
い
と
報
告

が
あ
っ
た
。
乾
杯
の
後
は
お
お

い
に
交
流
し
て
盛
り
上
が
っ
た
。

翌
日
は
初
め
雨
の
降
る
生

憎
の
天
気
で
あ
っ
た
が
、
や
が

て
雪
に
変
わ
り
午
後
に
は
晴
れ

間
も
の
ぞ
く
よ
う
に
な
り
、
予

定
通
り
実
地
訓
練
を
行
う
事
が

出
来
た
。

訓
練
班
は
西
黒
尾
根
で
遭

難
が
発
生
し
た
と
の
想
定
で
現

地
に
向
か
っ
た
。
お
昼
過
ぎ
に

は
各
グ
ル
ー
プ
と
も
捜
索
・
訓

練
を
終
え
、
山
の
家
に
帰
着
。

滞
り
な
く
訓
練
を
実
施
で
き
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

講
習
班
は
前
日
の
机
上
講

習
を
踏
ま
え
、
山
の
家
周
辺
で
、

三
班
に
分
か
れ
て
梱
包
技
術
・

支
点
工
作
・
ビ
ー
コ
ン
捜
索
の

訓
練
を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
行

っ
た
。
梱
包
技
術
に
つ
い
て
は

武
笠
チ
ー
フ
・
尾
手
氏
・
長
谷

川
氏
・
伊
藤
氏
が
担
当
し
、
支

点
工
作
・
１
／
３
引
き
上
げ
・

引
き
下
ろ
し
に
つ
い
て
は
小
島

チ
ー
フ
・
安
田
氏
・
佐
々
木
氏

が
担
当
、
ビ
ー
コ
ン
捜
索
に
つ

い
て
は
浅
見
チ
ー
フ
・
青
島

氏
・
木
村
が
担
当
し
訓
練
を
進

め
た
。

十
四
時
に
は
講
習
グ
ル
ー

プ
の
訓
練
も
終
了
と
な
り
、
山

の
家
に
集
合
し
て
各
講
習
グ
ル

ー
プ
の
チ
ー
フ
よ
り
総
括
が
述

べ
ら
れ
た
後
、
解
散
と
な
っ
た
。

木
村
理
事
記

（
熊
谷
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
同
人
）
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県
連
山
ス
キ
ー
ネ
ッ
ト

交
流
山
行
‐
那
須

二

〇

一

〇

年

三

月

七

日

（
日
）
、
昨
年
と
同
じ
く
那
須

連
峰
の
ス
ダ
レ
山
に
て
山
ス
キ

ー
ネ
ッ
ト
の
交
流
山
行
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
年
も
所
沢
ハ
イ

キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の
長
谷
川
さ
ん

が
参
加
さ
れ
、
他
に
熊
谷
ト
レ

ッ
キ
ン
グ
同
人
か
ら
九
名
の
合

計
十
名
の
参
加
で
し
た
。

高
速
の
道
中
は
雨
、
天
気
が

心
配
さ
れ
ま
し
た
が
ス
キ
ー
場

に
近
づ
く
に
つ
れ
て
雪
に
変
わ

り
一
安
心
。
Ｍ
ｔ
ジ
ー
ン
ズ
ス

キ
ー
場
の
ゴ
ン
ド
ラ
の
山
頂
駅

か
ら
出
発
し
、
中
ノ
大
倉
尾
根

の
夏
道
沿
い
に
登
っ
て
い
き
ま

し
た
。
今
年
は
南
岸
低
気
圧
の

影
響
で
か
え
っ
て
那
須
特
有
の

強
い
風
が
吹
か
ず
穏
や
か
で
、

雪
面
に
も
今
日
の
新
雪
が
う
っ

す
ら
と
の
っ
て
い
て
シ
ー
ル
が

良
く
効
き
、
順
調
に
登
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
１
時
間
半
程

で
去
年
敗
退
し
た
ス
ダ
レ
山
の

急
登
の
手
前
ま
で
到
着
し
、
安

全
の
た
め
こ
こ
か
ら
は
ク
ト
ー

を
装
着
し
て
登
り
ま
し
た
。
急

登
を
登
り
き
っ
た
後
は
夏
道
沿

い
に
進
ん
で
、
途
中
か
ら
は
雪

が
途
絶
え
て
ガ
レ
場
と
な
っ
た

の
で
ス
キ
ー
を
デ
ポ
。
程
な
く

去
年
は
た
ど
り
着
け
な
か
っ
た

大
き
な
岩
の
あ
る
ス
ダ
レ
山
の

山
頂
に
到
着
し
ま
し
た
。

一
休
み
の
後
、
ス
キ
ー
デ
ポ

地
ま
で
戻
っ
て
、
そ
こ
か
ら
五

十
ｍ
程
先
か
ら
ス
ダ
レ
山
東
面

の
大
斜
面
に
滑
り
込
み
ま
し
た
。

雪
面
は
硬
い
が
、
所
々
新
雪
も

の
っ
て
お
り
、
そ
れ
な
り
に
楽

し
み
な
が
ら
滑
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
尾
根
ま
で
滑
っ
て
、

そ
こ
か
ら
さ
ら
に
去
年
も
楽
し

ん
だ
尾
根
北
面
斜
面
へ
。
樹
林

帯
の
雪
質
は
ま
ず
ま
ず
で
し
た
。

谷
底
１
４
７
０
ｍ
で
昼
食
休
憩

を
取
り
、
長
谷
川
さ
ん
と
も
し

ば
し
交
歓
。

休
憩
後
、
尾
根
上
１
５
５
０

ｍ
ま
で
登
り
返
し
、
そ
こ
か
ら

ま
た
夏
道
沿
い
に
ス
キ
ー
場
へ

戻
り
ま
し
た
。
ス
キ
ー
場
ま
で

も
新
雪
で
思
い
の
ほ
か
ス
キ
ー

が
走
り
、
快
適
に
滑
っ
て
ゲ
レ

ン
デ
に
帰
着
。
ゲ
レ
ン
デ
内
は

雪
が
ベ
チ
ャ
ベ
チ
ャ
で
雪
面
も

荒
れ
て
い
て
苦
痛
な
状
態
で
し

た
。
こ
れ
と
比
べ
る
と
山
ス
キ

ー
は
や
っ
ぱ
り
い
い
な
あ
と
思

い
ま
す
。

来
年
も
さ
ら
に
多
様
な
メ

ン
バ
ー
で
山
ス
キ
ー
ネ
ッ
ト
を

楽
し
め
た
ら
と
思
い
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

※
な
お
、
熊
谷
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
同
人
の
Ｈ
Ｐ
に
も
今
山
行
の

写
真
等
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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年度末も活発な活動！

救助隊関東 B 深雪訓練交流会

応急手当講習会(女性委員会)

山スキーネット交流山行
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三
月
六
日
（
土
）
、
女
性
委

員
会
主
催
の
応
急
手
当
講
習
会

(

埼
玉
労
働
会
館)

に
参
加
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
参
加
者
は
群

馬
県
連
の
方
も
加
わ
り
二
十
五

名
で
し
た
。

講
師
の
藤
桝
先
生
が
始
め

に
な
さ
っ
た
事
は
写
真
を
見
て
、

危
険
を
予
測
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
で
し
た
。
こ
の
事
の
大
切
さ

が
本
当
に
わ
か
っ
た
の
は
、
午

後
の
講
習
を
終
え
て
か
ら
で
し

た
。

午
前
中
は
、
午
後
の
講
習
に
つ

な
が
る
基
本
的
な
練
習
で
し
た
。

こ
こ
で
の
学
び
が
午
後
の
実
践

の
中
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
役
立

ち
ま
し
た
。
山
で
実
際
に
怪
我

し
て
し
ま
っ
た
場
面
が
よ
く
想

定
で
き
る
練
習
で
し
た
。
し
か

し
、
午
後
は
も
っ
と
リ
ア
ル
な

場
面
設
定
が
さ
れ
ま
し
た
。
実

際
の
俳
優
さ
ん
が
す
る
特
殊
メ

イ
ク
の
よ
う
で
し
た
。
負
傷
者

は
、
武
笠
理
事
長
で
し
た
。
理

事
長
だ
と
分
か
っ
て
い
る
の
に
、

実
際
に
手
当
を
す
る
場
面
で
は
、

ど
ん
ど
ん
緊
張
し
て
き
ま
し
た
。

も
の
す
ご
い
臨
場
感
で
し
た
。

私
は
や
っ
て
い
る
途
中
で
腕
か

ら
飛
び
出
た
も
の
が
骨
で
は
な

く
枝
だ
と
分
か
り
ま
す
。
枝
と

骨
を
間
違
え
る
と
は
…
。
富
永

さ
ん
の
足
か
ら
見
え
た
骨
が
強

く
印
象
に
残
っ
て
い
た
か
ら
で

し
た
。
ま
ず
、
一
息
吐
い
て
か

ら
取
り
か
か
る
大
切
さ
を
実
感

し
ま
し
た
。
ど
う
し
て
、
私
に

は
な
ぜ
こ
う
な
っ
た
の
だ
ろ
う

と
い
う
想
像
が
ま
ず
も
っ
て
欠

け
て
い
た
の
で
す
。
何
と
か
し

な
く
て
は
の
前
に
イ
メ
ー
ジ
す

る
大
切
さ
が
演
習
を
通
じ
て
良

く
学
べ
ま
し
た
。

想
像
し
て
、
ま
ず
何
を
一
番

に
す
る
の
か
、
次
に
何
が
大
切

な
事
な
の
か
イ
メ
ー
ジ
し
、
間

違
い
の
な
い
判
断
を
し
続
け
る

事
は
、
物
凄
い
事
だ
と
い
う
事

が
分
か
り
ま
し
た
。
私
に
は
長

い
道
の
り
だ
と
思
い
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
は
、
機
会
を
と
ら
え

て
は
、
身
に
つ
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

藤
桝
講
師
、
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
そ
し
て
企
画
し
て
く

だ
さ
っ
た
女
性
委
員
の
皆
さ
ん
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
次
回
の
応
急
手
当
講
習

会
も
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

わ
ら
び
山
の
会

浅
川
京
子

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

今
回
の
講
習
会
に
参
加
さ

せ
て
頂
い
て
、
『
自
分
は
何
に

も
出
来
な
い
』
と
い
う
事
が
わ

か
り
ま
し
た
。
『
怪
我
人
を
発

見
し
た
時
の
実
習
訓
練
』
で
は
、

訓
練
と
わ
か
っ
て
い
て
も
、
何

を
ど
う
し
て
良
い
か
わ
か
ら
ず
、

講
習
の
様
子
を
撮
影
し
て
い
た

主
催
者
役
員
に
救
助
通
報
を
依

頼
し
た
り
、
ヤ
ジ
ウ
マ
役
で
参

入
し
た
先
生
に
本
気
で
助
け
を

求
め
ま
し
た
。
『
は
い
、
そ
こ

ま
で
』
と
先
生
が
ス
ト
ッ
プ
を

か
け
て
く
れ
る
ま
で
、
こ
わ
く

て
逃
げ
出
し
た
い
気
持
ち
で
し

た
。･･

･

何
も
で
き
な
か
っ
た
自

分
が
情
け
な
く
て
「
ザ
ッ
ク
に

入
れ
て
お
い
た
テ
ー
プ
シ
ュ
リ

ン
ゲ
で
簡
易
ハ
ー
ネ
ス
を
作
れ

ば
担
架
の
代
わ
り
に
搬
送
で
き

た
か
も
？
」
と
気
が
付
い
た
の

は
、
自
宅
で
荷
物
を
片
付
け
て

い
た
時
で
し
た
。
そ
れ
ま
で
シ

ュ
リ
ン
ゲ
も
カ
ナ
ビ
ラ
も
入
っ

て
い
た
事
す
ら
忘
れ
て
い
ま
し

た
。
持
っ
て
い
て
も
使
い
こ
な

せ
な
け
れ
ば
無
意
味
で
す
。
来

週
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
訓
練
を
受
け

る
予
定
で
、
せ
っ
か
く
入
れ
て

お
い
た
の
に
。

人
工
呼
吸
と
心
臓
マ
ッ
サ

ー
ジ
の
講
習
は
町
内
会
や
勤
務

先
の
会
社
で
受
け
て
い
ま
し
た

が
、
ど
ち
ら
も
救
急
車
が
来
る

ま
で
の
処
置
で
す
。
し
か
し
、

山
で
は
救
助
隊
が
来
る
と
は
限

り
ま
せ
ん
。
来
て
く
れ
る
と
し

て
も
早
く
て
数
時
間
、
遅
け
れ

ば
翌
日
以
降
で
す
。
し
か
も
携

帯
電
話
が
圏
外
な
ら
自
分
達
で

救
助
通
報
し
な
け
れ
ば
何
も
は

じ
ま
り
ま
せ
ん
。

も
し
本
番
だ
っ
た
ら
？
自
分

は
遭
難
者
を
お
ん
ぶ
で
き
る

か
？
担
架
を
作
れ
る
か
？
こ
こ

で
待
機
す
る
な
ら
ツ
エ
ル
ト
は

あ
る
か
？

先
生
か
ら
、
「
本
番
で
あ
わ

て
な
い
為
に
は
、
日
頃
か
ら

色
々
な
場
面
を
想
定
し
て
シ
ュ

ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
お
く
事
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
で
も
考
え

れ
ば
考
え
る
ほ
ど
山
に
行
く
の

が
恐
く
な
り
ま
す･

･
･

。

ま
ず
は
、
こ
の
訓
練
が
現
実

に
な
ら
な
い
様
に
、
安
全
登
山

を
心
が
け
ま
す
。

新
座
山
の
会
Ｋ
・
Ｓ
記

理
事
会
報
告

第
十
二
回
理
事
会
を
三
月
二
十

四
日
（
水
）
浦
和
県
連
事
務
所

に
於
い
て
全
国
理
事
・
藤
桝(

岩

つ
ば
め)

遭
対
部
を
迎
え
、
理
事

十
二
名
の
出
席
で
行
い
ま
し
た
。

委
員
会
等
活
動
経
過
報
告･

計

画
予
定

【
全
国
連
盟
活
動
】
全
国
総
会

報
告
、
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ク
ポ
ス

タ
ー
等
の
配
信

【
事
務
局
】3

/
4

三
役
会
議

県
連
総
会
準
備
と
方
針
、
次
期

役
員
体
制
等
に
つ
い
て
検
討

【
財

政
】
監
査
終
了
。
決
算

予
算
案
を
別
紙
提
案
（
了
承
）
。

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】
上
福
岡
山

な
み
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
Ｈ
Ｐ

開
設
、
会
員
拡
大
の
役
割
が
増

加
！

【
女

性
】3

/
6

「
応
急
手
当
」

講
習
会
参
加
者
に
は
好
評
。

【
自
然
保
護
】
足
尾
銅
山
植
樹

四
月
二
十
五
日
決
定
。
立
松
和

平
さ
ん
の
慰
霊
植
樹
有
り

西

部
は
バ
ス
２
台
予
定
。
参
加
希

望
は
、
加
納
ま
で

【
登
山
学
校
】
準
備
会
を
開
催

パ
ン
フ
作
成
配
布
。

【
救
助
隊
】2/

2
7

～2
8

関
東
ブ

ロ
ッ
ク
深
雪
搬
出
訓
練
交
流
会

（
埼
玉
担
当
）
が
谷
川
土
合
山

の
家
な
ら
び
付
近
で
開
催
。
総

勢
七
十
五
名
参
加
。

【
山
ス
キ
ー
ネ
ッ
ト
】3

/
7

那
須
ス
ダ
レ
山
～
中
の
大
倉
尾

根
十
名
参
加

加
盟
団
体
活
動
情
報

西
部
＝2

/
2
1

初
級
雪
山
「
黒
斑

山
」
二
十
四
名
参
加
。
ク
リ
ー

ン
ハ
イ
ク5

/
3
0

芦
ヶ
久
保
集

合
。
南
部
＝2

/
1
3

～1
4

ス
ノ
ー

シ
ュ
ー
バ
ス
ハ
イ
ク
「
裏
磐
梯
」

二
十
一
名
参
加
。
ク
リ
ー
ン
ハ
イ

ク

伊
豆
ヶ
岳
。
中
部
＝3

/
1
3

～1
4

「
上
越
日
白
山
交
流
山
行
」

十
七
名
参
加
。
北
部
＝
ク
リ
ー

ン
ハ
イ
ク
長
瀞
ア
ル
プ
ス

総
会
情
報3

/
1
8
(

日
進)

4
/
4

（
新
座
・
峠
）4

/
1
1
(

所
沢
・
上

福
岡
・
三
郷)

4
/
1
4
(

わ
ら
び

4
/
1
8
(

ハ
イ
ジ
・
埜
歩
歩)

議

題

１
、
第
四
十
三
回
県
連
総
会

三
月
二
十
八
日
（
日
）

北
浦
和

カ
ル
タ
ス
ホ
ー
ル

＊
総
会
準
備
と
担
当
確
認

全
国
連
盟
第
二
十
九
回
総
会
報

告
、
総
会
資
料
作
成
・
印
刷

（3
/
2
7

）

来
賓
：
後
藤
功
一
全
国
連
盟
副

理
事
長

＊
総
会
次
第
の
確
認

＊
新
年
度
役
員
選
出
に
つ
い
て

退
・
留
・
新
任
理
事
名
の
確
認
。

２
、
新
年
度
の
主
な
方
針
案
等

・
組
織
拡
大
…
青
年
対
策
と
連

盟
費
割
引
制
度
等
、
学
生
ク
ラ

ブ
と
話
し
合
い
参
加
し
や
す
い

方
向
性
を
模
索
す
る
。

・
個
人
加
入
制
度
…5

/
3
0

全
国

連
盟
で
組
織
担
当
者
会
議
開
催

こ
こ
で
の
方
向
性
を
話
し
合
い
、

一
年
間
検
討
し
、
評
議
会
で
討

議
。

・
新
特
別
基
金
…
飲
酒
に
よ
る

怪
我
な
ど
会
員
の
意
識
も
大
切
。

遭
難
防
止
・
安
全
教
育
担
当
者

会
議
で
提
出
さ
れ
た
申
請
等
を

検
討
し
、
会
及
び
全
国
連
盟
遭

難
管
理
委
員
会
に
も
提
言
す
る
。

・
事
故
防
止
安
全
登
山
…
講
演

会
、
登
山
学
校
、
遭
難
防
止
・

安
全
教
育
担
当
者
会
議
、
救
助

隊
活
動
救
助
隊
で
登
山
技
術
の

講
習
を
行
な
い
た
い
。（
救
助
隊

総
会
で
決
定
す
る
）

・
ネ
ッ
ト
活
動
の
充
実
…
各
ネ

ッ
ト
に
登
録
し
て
も
ら
い
、
活

動
情
報
を
積
極
的
に
発
信
す
る
。

以
上
。
澤
藤

記
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